
国土交通省
内航変革促進技術開発支援事業

内航ケミカルタンカーにおける荷役DX
および設備点検DXの技術開発
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事業者:株式会社中北製作所
株式会社ケーイーアイシステム
株式会社いのくま
株式会社トリプルクラウンズ
上野ロジケム株式会社



内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発

開発目標

内航ケミカルタンカー船の荷役関連装置
の安全性向上、荷役事故防止対策、荷役
関連作業の自動化

設定根拠

人命保護：安全な区画からの操作および監視
安定運航：煩雑な業務からの脱却
コスト削減：3名⇒1名、約1時間の作業を2名の労働時間削減
技術伝承：荷役業務ノウハウの見える化

技術開発の概要

提案者

株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、
株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社

テーマ

内航課題

物流DX

安定運航、労務改善、コスト低減、技術伝承

荷役関連装置の安全性向上、荷役事故防止対策、荷役関連作業
の自動化など、内航ケミカルタンカー船においては就航船及び新
造船への対応を含めた多数の課題がある状況。
本事業では下記①～③を開発することで、 内航ケミカルタンカー
船特有の危険作業を一部自動化し、安全性の向上と省人化を目
指した。

＜開発する技術＞
① ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案
② タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置
③ 設備点検DX

＜令和６年度（＋令和７年度）の技術開発目標＞
上記①～③を開発することで、
● ヒューマンエラーの防止
● 経験の少ない乗組員でも容易に作業ができるようにする
● 省人化 ● 危険作業の減少 を目指す。

② 12マイル以遠での船外弁開放
作業の例

③ 点検内容のの見える化が可能とな
る設備点検DXのイメージ 2



内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（概要）

① ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案

• ケミカルタンカー固有の荷役作業をデータベース化し、機械的に最適な洗浄
工程を提案するシステムを構築する

② タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置

• 航海中にデッキを行き来し、バルブ及びポンプの操作を手動で行っていた排
水作業を遠隔で安全に行えるようにシステムを構築する

③ 設備点検DX
• 手入力で行っていた点検簿のアプリを開発し、容易に管理できるようにする

令和６年度（＋令和７年度）の技術開発目標

上記①～③を開発することで、
●ヒューマンエラーの防止 ●経験の少ない乗組員でも容易に作業ができるようにする
●省人化 ●危険作業の減少 を目指す。
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【内航ケミカルタンカーの特徴】

• 化学製品の製造工程で使用されるベンゼンや次世代船舶燃料としても注目されるアンモ
ニアといった約１００種類以上もある化学薬品（ケミカル）は、ケミカルタンカーによって輸
送されている。

• ケミカルタンカーの貨物構造は、１隻に複数のタンクが内蔵されており、タンクごとに輸送
するケミカルが異なり、荷役ごとに異なるケミカルを輸送する必要があるため、ケミカルタ
ンカー固有の荷役作業として、タンク洗浄及び洗浄に伴い発生する洗浄水の排出作業を
乗組員により行っている。

• これら作業は、作業に時間を要し、熟練の
ノウハウが必要であり、危険を伴う作業で
あることから、貨物船等のその他の船舶と
比べてもケミカルタンカーは若年船員の
確保といった内航海運の課題が顕著。

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

主なケミカル貨物・洗浄方法
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【乗組員からのヒアリングに基づく内航ケミカルタンカーの労務負担】

1. 錨泊作業

2. 検知計測記録（毒ガス、酸素計測、引火性ガス）

3. 荷役作業（液位監視業務）

4. タンククリーニング作業

5. 洗浄水排出

6. 積み付け計算（荷役計画）

7. 船体整備（ドック、仮バース）

8. 他そもそも仕事量が多い

本事業では上記、４．５．７．について着目し、課題解決を図った

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

タンク洗浄及び洗浄に伴い発生する
洗浄水の排出作業のイメージ
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【４．タンククリーニング作業】

属人的作業となっているため、予期せぬ事態が発生した際に運行に支障をきたすケースが
ある。

①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案

【５．洗浄水排出】

現在は手動で実施しており、航海中にデッキを行き来し、バルブおよびポンプ発停の操作が
必要であるため安全性に危惧がある。

②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置

【７．船体整備（ドック、仮バース）】

乗組員の経験不足による正確なメンテ
ナンスの実施、且つ陸上との共有が不
十分であるため運行に支障をきたすこ
とがある。

③設備点検DX

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

設備DXのイメージ 6



【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】
実施者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、上野ロジケム株式会社

• 要件定義の確立で現在行われている作業内容の洗い出し

• インプット情報の確立のため、貨物の登録画面作成または荷役計画システムから
のデータ取得

• 仕様定義貨物及び各条件（温度、湿度、
海水温、天候、荷主指定）ごとの洗浄フロー
マトリクスの作成

• 最終目標は推奨フロー表示画面の作成

• 実証船への搭載及び実証試験

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

従来の洗浄工程のイメージ（ベテランの経験値によるところが大きい）
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【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】

前貨物、次港予定貨物気温等の条件を入力すると最適なタンク洗浄工程が提案される

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

最適な洗浄工程の提案がされる

条件の入力
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【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】

相互反応検索：カーゴタンクの前後の積み荷を入力し、危険性の確認を行う

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】

相互反応検索：スロップタンクへ蓄積されている積荷を入力し、危険性の確認を行う

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

注意喚起がされる

条件の入力
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【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】

実際に行ったタンク洗浄方法の履歴確認画面

リスト内各行を選択すると右端に詳細表示ボタンが表示され、押すと実行済み洗浄計画の詳細内容が閲覧出来る。

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

詳細表示ボタン
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【①ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案】

品目一覧：薬品の特性を一覧で確認できる画面

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】
実施者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、上野ロジケム株式会社

• 遠隔操作システムの設計

• 遠隔バルブの選定及び製造

• 操作パネルの選定及び製造

• グラフィック含む操作画面の設計

• 作業工程の確認

• 就航船と新造船のシステム設計

• 排出記録の作成などによる業務
改善

• 実証船への搭載及び実証試験

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

デッキに出ずに船橋より遠隔で
安全に排水を行えるようにしたい

洗浄水排水作業の流れ
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】
タンク洗浄で使用した洗浄水を遠隔で海洋に排出するためには、主に下記A～Cの対応が必要
A) スロップポンプの制御

• 制御レバー（ポジコン）をボースンストアへ移設し、アナログ信号にて
遠隔制御を行う。緊急時のオペレーションとして、制御権については
現場で切り替えを行う。

B) 弁の遠隔制御および開閉状態の確認

• 既設の手動弁をリモコン制御に変更する。

• また排水ラインを構築の際に必要となる弁開閉条件については、
バルブにリミットスイッチを追加。

C) 洗浄水タンクの確認

• 積付計算機より、C.W. Tankの液位データを受信

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

船外弁へ

C.W.TKより

ポンプ室

制御
レバー

スロップ
ポンプ

P

PT

PT

PT

上甲板

ボースンストア
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

システム系統

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

各機器の紹介

・ 弁遠隔制御盤 ・ センダーパネル

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

各機器の紹介

・ エアーサプライユニット ・ バルブポジショナー

・ 電磁弁盤

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

操作画面例（タッチパネル式で容易に操作が可能）

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

操作画面例（タッチパネル式で容易に操作が可能）

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【②タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置】

操作画面例（タッチパネル式で容易に操作が可能）

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【③設備点検DX】
実施者：株式会社中北製作所、株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社

• 点検している項目と点検期間の洗い出し

• 船舶管理者が要望する点検項目の洗い出し

• 点検結果の良否判定に使用する動画および静止画の作成

• システム設計および内航
タンカー設備点検簿の
アプリ化

• クラウドサーバーの選定

• 利用者および管理者の
機能設定

• 高速電力線搬送通信
装置のシステム構築

• UI/UXの最適化による
業務効率の向上

• アプリのオフライン対応

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

設備DXのイメージ
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【③設備点検DX】
内航タンカー設備点検簿アプリ “Vessel Inspector Pro(VIP)” 概要
内航タンカー向け設備点検を行うためのアプリで、ブラウザから利用可能でインストール不要なため、一般的な
スマホから点検結果の入力が可能

点検結果はクラウドサーバーを介して共有されるため、遠隔地のパソコンから確認可能

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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【③設備点検DX】
機能一覧

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

点検結果の印刷
オフライン機能
オフライン時でも登録可能、オンラインになった時に入力項目を同期する機能
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【③設備点検DX】
船員が設備の点検結果を登録・編集し、工務側にてその結果を閲覧する機能を提供する

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

船員向け画面

点検状況確認が容易
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【③設備点検DX】
船員が設備の点検結果を登録・編集し、工務側にてその結果を閲覧する機能を提供する

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

船員向け画面

点検結果の入力が容易

写真の添付が容易
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【③設備点検DX】
工務側で船ごとの点検項目を編集することが可能

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

工務向け画面

船ごとに管理が可能

点検項目一覧
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【③設備点検DX】
工務側で船ごとの点検項目を編集することが可能

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

工務向け画面

点検項目の編集が可能

写真の添付が容易
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【③設備点検DX】
「関係書類」機能

船側で該当タンカーの関係書類を閲覧できる機能。 工務側にてデータを登録する機能を提供す
る。

令和６年度（＋令和７年度）技術開発の実施内容（詳細）

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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令和６年度（＋令和７年度）進捗概要

• ① 「ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案」については、
本船（のじぎく（499G/T）・やまゆり（498G/T））へ実装し、乗組員に実際に使用いただいて
いる。

• ②「タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置」については、ケミカルタンカー特有の特注
品の防爆機器が必要となったため令和６年度内の完了が困難となったが、現在はす
べての機器を実装し、遠隔操作による労務負担軽減を実現できている。乗組員から
も夜間のデッキ上作業が無くなり楽になったと報告をいただいている。

• ③ 「設備点検簿DX」については、本船（のじぎく（499G/T）・やまゆり（498G/T））に実装し、
乗組員に実際に使用いただいており、陸上との情報共有ができている。

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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令和６年度（＋令和７年度）進捗概要

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)

30

センターパネル

＜船舶への設置状況（海洋排水遠隔装置）＞

操作パネル



内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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令和６年度（＋令和７年度）進捗概要

＜船舶への設置状況（海洋排水遠隔装置）＞

バルブ 電磁弁盤



令和６年度（＋令和７年度）進捗概要

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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＜船舶への設置状況（タンク最適洗浄工程提案、設備点検簿）＞

タンク最適洗浄工程提案（操作画面） 設備点検簿アプリ（操作画面）



① ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案

• 開発目標は達成、データ入力を行えば最適な洗浄工程を提案できるようになった。

• 船主様に画面を確認いただき、良好とのフィードバックをいただいた。

② タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置

• 全ての機器を実装、バルブを遠隔操作できることを確認し、労務負担軽減を実現できた。

③ 設備点検DX
• 開発目標は達成、クラウドを介し船陸間で設備点検簿を共有できるようになった。

• 点検方法の画像や動画をアプリ内にアップすることで、経験の浅い乗組員でも点検実施が可
能となった。

• 船主様より分かりやすく、チュートリアルが無くても容易に操作が可能とコメントをいただいてい
る。

令和６年度（＋令和７年度）目標の達成状況

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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令和６年度（＋令和７年度）技術開発成果

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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① ケミカルタンク洗浄工程のデータベース化と最適洗浄案の提案

データベース化を行ったことにより、ノウハウが無く不慣れな乗組員でも安全な洗浄工程の計画が
行えるようになり、ヒューマンエラーの防止、労務負担軽減が実現できた。

② タンク洗浄水の海洋排水遠隔装置

バルブを遠隔操作できることにより、デッキ上での作業が簡略化され、業務の安全化、労務負担
軽減を実現できた。これまで３人で約１時間かけて作業していたところ、１名で約40分の作業に改
善された。

③ 設備点検DX
設備点検簿をDX化したことにより、陸上との情報共有が安易に行え、
ペーパーレス化、今後のメンテナンス計画の効率化、若年層の乗組員の確保を実現できた。

高速電力線搬送通信装を実験搭載し、船内の通信環境を向上させ利便性を高めることができた。

さらにエンジンルームに電力線通信装置と小型カメラを設置し、カメラで撮影した動画をブリッジで

リアルタイムで閲覧できることも確認でき、ブリッジにいながらエンジンルームの状況を確認すること
が可能となった。



本船実装後に使用感をヒアリングし、より良いシステム、アプリへの更新を予定しておりま
す。より多くの船に採用いただき、業務改善、危険作業の低減につなげていきたいと思いま
す。

導入計画として上野ロジケム(株)の運航するケミカルタンカー“のじぎく”、“やまゆり”に搭
載し実証実験を行い、令和８年末までに３隻への導入を目指します。
その後年間５～10隻搭載を目標とし、最終的には内航船50隻への導入を目指します。

カタログ配布、ホームページ掲載、訪問PR、上野グループをはじめとする各船主からの紹
介にて展開していきたいと考えております。
設備点検簿DXはウェビナーを実施し多数のお問い合わせをいただいております。

令和７年度以降の技術開発見通し・導入、販売等事業展開の方針

内航ケミカルタンカーにおける荷役DXおよび設備点検DXの技術開発
（提案者：株式会社中北製作所、株式会社ケーイーアイシステム、株式会社いのくま、

株式会社トリプルクラウンズ、上野ロジケム株式会社)
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ご清聴ありがとうございました
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